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利根川

◎明和町役場

◎館林市役所

岡野アンダー

国道354号

館林
藤岡
線

川
俣
駅

茂
林
寺
前
駅

館
林
駅

国
道
１
２
２
号

中
央
通
り
線

山
王
赤
生
田
線

青
柳
広
内
線

佐
野
行
田
線

東
北
自
動
車
道

①新道路

②
新
道
路

①新道路
４/18 開通 東部環状線
開通区間　
主要地方道館林藤岡線（当郷町）
から一般県道山王赤生田線（楠
町）までの区間（約2.1㎞）
内容
この道路が開通することにより、
主要地方道佐野行田線の渋滞緩
和や市街地へのアクセスが向上
します。

交通網が完成
　昨年９月に岡野アンダーが開通した
ことを皮切りに、今年は２か所の道路
が新たに完成しました。東西の交通網
整備が館林のまちの姿を変えていきます。

板倉町では
３/24 開通

国道 354 号板倉
北川辺バイパス
開通区間　
国道354号の板倉町海老瀬か
ら加須市柏戸の区間（約 4.6
㎞）
内容
この道路が開通することによ
り、群馬県、埼玉県、茨城県
の物流や地域交流の活性化な
どが図られます。

Ｎ

写真は東部環状線の上空からの様子

②新道路
３/26 開通 館林明和バイパス

開通区間　
国道 354 号（苗木町）から国
道 122 号（明和町）の区間（約
3.7㎞）
内容
この道路が開通することにより、
国道122号の渋滞解消と移動時
間の短縮、地域間交通の円滑化
が図られます。

　更なる交通網の充実と住みよいまち
づくりのため、点線で示された青柳広
内線・東部環状線・中央通り線の都市
計画道路事業を進めていきます。

都市計画道路
事業の継続

　良好で快適な生活環境の形成を図るため、防災・
防犯上危険な空き家を除却するかたに、費用の一
部を助成します。
募集期間　６月１日㈮～
対象の空き家　市内の市街化区域に所在する、次
の全てに該当する空き家
■昭和56年５月31日以前に建築された一戸建ての
　専用住宅若しくは併用住宅（居住用の床面積が
　延べ面積の２分の１以上のもの）、又は長屋
■申請日において居住その他の使用が過去一年以
　上されていない不良住宅と判定されたもの
対象の工事
■空き家の全部（長屋の場合は同一棟すべての住
　戸）を除却する工事

　市内の空き家を有効活用して、定住促進による
地域の活性化を図るための空き家情報登録制度で
す。空き家を所有しているかたは空き家台帳、空
き家を利用したいかたは利用希望者台帳への登録
をお願いします。
対象の空き家　次の全てに該当する空き家
■居住その他の使用が過去一年以上されていない
　市街化区域内の専用住宅（ただし、建築後一度
　も居住その他の使用がされていない建築物、賃
　貸・分譲などを目的とした建築物及び敷地は除く）
■申請時に耐震性があることを証明できる（昭和
　56年６月１日以降の建築確認であることが分か
　る書類、耐震診断の結果など）

　空き家台帳に登録された空き家を購入又は賃貸
借を行うかたに助成を行います。
対象の空き家　空き家台帳に登録されている空き家
助成内容
■市内在住で空き家を購入するかた　30万円
■転入者で空き家を購入するかた　50万円　
■市内在住で空き家を賃借するかた　１か月の家
　賃（最長12か月）の３分の１（上限２万円）
■転入者で空き家を賃借するかた　１か月の家賃
　　（最長12か月）の２分の１（上限４万円）
※空き家を賃貸するかたには、成約助成金として
　５万円（市内在住及び市外在住共通）の助成を
　行います

■解体工事を施工することができる建設業法の
　許可、又は建設リサイクル法の登録を受けた
　事業者で、市内に本社若しくは営業の拠点と
　なる事業所を有する法人又は個人事業主によ
　る工事
助成金額　工事に要する費用の２分の１（上限
60万円）
注意事項　次のいずれかに該当する工事及び費
用は交付対象となりません
■交付決定日前に契約し、着手した工事
■公共事業の補償対象となっている空き家を除
　却する工事
■物置、門扉、堀、植栽、家財道具などの撤去
　と運搬及び処分費用

空き家を除却したいかたへ

空き家除却助成金

空き家情報登録制度～城下町
たてばやしの空き家バンク～

空き家利活用助成金

空き家を活用したいかたへ

空き家対策

申込み・問合せ
建築課住宅施設係（内線 4 0 5）へ

１ ２



館 林 城
ゆ め ひ ろ ば

選考ポイント
１　「館林城」が冠されており、本市の歴史にちなんでいる
２　「ゆめひろば」にはこの地から多くの人びとの夢がつくられると
　　いう意味がこめられる

３　赤
あか

井
い

照
てる

光
みつ

が夢で見た狐に案内されて尾曳城をつくったという逸話

　　とも重なる

　　　
長
年
、
市
役
所
東
広
場
と
い
う
名
称

で
呼
ば
れ
て
き
た
こ
の
場
所（
写
真
下
）

は
、
四
季
折
々
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
市
役
所
東
広
場
を
本
市
の
歴
史
に
ち

な
ん
だ
、
も
っ
と
誇
り
と
親
し
み
の
持

て
る
名
称
に
し
て
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

と
活
力
を
更
に
生
み
出
す
場
所
に
し
よ

う
と
、
今
年
の
２
月
か
ら
一
般
に
愛
称

を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

３
０
７
件
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
愛
称
選
定
会
議
委
員
14
人
に
よ

る
選
考
の
結
果
、
宮み

や

崎ざ
き

晏は
る

菜な

さ
ん
（
11

歳
：
青
柳
町
）
の
応
募
作
品
「
館
林
城

ゆ
め
ひ
ろ
ば
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
さ
ん
は
「
館
林
城
が
あ
っ
た
場

市
役
所
東
広
場
の
愛
称

 

「
館
林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば
」
に

まちのにぎわいと活力を創出する拠点

写真上 /近世後期館林城の郭の形態。赤
四角で囲んだ部分がゆめひろばの位置。
緑色で丸く囲んだ部分は市役所の位置
写真下 /第一資料館に展示されている館
林城のジオラマ。縮尺400 分の１で史実
に基づき、忠実に製作されている。館林
市の城下町としての歴史は古く、1590年
に榊原康政が城主として館林城に入城し
たことから始まる。ゆめひろばが位置す
る二の丸には、藩主や城主の代理人であ
る城代の屋敷などがあった

～館林城とひろばの位置関係～

所
だ
と
聞
い
た
の
で
、
歴
史
の
あ
る
こ

の
場
所
か
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
夢
が

生
ま
れ
た
ら
い
い
な
、
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
、
夢
の
よ
う
な
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
」
と
名
称
の
意
味
を
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
館
林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば
は
市
内

外
に
お
い
て
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と

と
も
に
、
群
馬
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
に
登
録
し
、
首
都
圏
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

考案者　宮崎晏菜さん

　

こ
の
広
場
は
、
名
前
に
も
あ
る

よ
う
に
も
と
も
と
館
林
城
の
一
部
。

築
城
さ
れ
た
の
は
１
４
０
０
年
代

後
半
で
、
築
城
に
ま
つ
わ
る
伝
承

が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
初
代
城
主
と
い
わ
れ
る
赤
井
照

光
は
、
あ
る
日
傷
つ
い
た
子
狐
を

助
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
夢
の
中

に
白
狐
が
現
れ
、
尾
を
曳
い
て
城

の
縄
張
を
照
光
に
案
内
し
た
と
い

う
の
で
す
。
照
光
は
そ
の
不
思
議

な
狐
の
言
っ
た
通
り
に
城
を
つ
く

り
、
館
林
城
の
別
名
と
し
て
知
ら

れ
る
「
尾
曳
城
」
と
名
付
け
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ひろばに関する

伝承を紹介
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本
市
と
板
倉
町
の
合
併
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
、
第
12
回
合
併
協
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
か

た
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
議
資
料
は
、
事
前
に
合
併
協
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

と
き

　５
月
18
日
㈮
　
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
　
板
倉
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
（
邑
楽
郡
板
倉
町
）

問
合
せ
　
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
事
務
局
（
内
線
５
１
１
）

鶴
生
田
川
の
親
水
大
作
戦
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ぽ
ん
ち
ゃ
ん
を
開
催
中

地
区
計
画
変
更
の
素
案
に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す

鶴
生
田
川
を
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
場
所
に

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

都
市
緑
地
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

募　集お知らせ

お知らせ

　
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
研
究
グ
ル
ー

プ
「
花は

な

水み
ず

木き

」
で
は
、
人
が
憩
い
、
集

え
る
鶴つ

る

生う

田だ

川
に
す
る
た
め
、「
鶴
生
田

川
親
水
大
作
戦
」
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
５
月
19
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正

午
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
南
幼
稚
園
、
鶴
生
田
川

内
容
　
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
の
植
え
替
え

と
ボ
ー
ト
で
の
川
下
り
体
験

※
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
豚
汁
の
サ
ー

　
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係（
内

線
６
８
７
）

　
館
林
厚
生
病
院
は
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
公
立
館
林
厚
生
病
院
に
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。

　
公
立
館
林
厚
生
病
院
は
、
今
後
も
地

域
の
医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
と
一
層

の
連
携
強
化
を
図
り
、
安
心
で
安
全
な

医
療
提
供
に
努
め
ま
す
。

問
合
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課（
℡
72

─

３
１
４
０
）

　
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
、
介
護

者
、
地
域
の
か
た
な
ど
が
互
い
に
交
流

を
は
か
り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ぽ
ん
ち
ゃ

ん
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

意
見
交
換
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

と
き
　
毎
月
第
２
木
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

　
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
の
改
正
に
よ

り
、
以
下
の
地
区
計
画
の
内
容
の
変
更

が
必
要
な
た
め
、
縦
覧
し
ま
す
。

対
象

　渡
瀬
南
部
地
区
地
区
計
画
、
谷

田
川
北
部
地
区
地
区
計
画
、
楠
地
区
地

区
計
画

縦
覧
期
間

　５
月
８
日
㈫
〜
21
日
㈪
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

※
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
規
会
員
を
募

　
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
７
月
、
平
成
31
年
３
月
は
第
１
木
曜

　
日
に
な
り
ま
す

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
直
接
会
場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）

※
毎
月
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

　
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
館
林
の
15

　
日
号「
健
康
と
子
育
て
」の
コ
ー
ナ
ー

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い

日
曜
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
　
都
市
計
画
課（
内

線
４
０
８
）

意
見
提
出

　５
月
28
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
、指
定
の
様
式（
同
課
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
て
、

直
接
、
又
は
郵
送
で
同
計
画
係
（
〒
３

７
４

─

８
５
０
１
　
市
役
所
内
）
へ

市役所からのお知らせ

館
林
市
・
板
倉
町

合
併
協
議
会
の
開
催

公
立
館
林
厚
生
病
院
に

名
称
を
変
更

お知らせ

お知らせ

広報館林7

　館林市では、昨年度の１人１日あたりのごみ排出
量がおよそ１㎏となっています。ごみは生活するう
えで必ず出てしまうものですが、日常生活の中でひ
と工夫を加えることにより、ごみ排出量を減らすこ
とができます。
　例えば、料理の食べ残しや野菜の皮などのむき過
ぎによる食べ物の無駄を減らす、飲み物はペットボ
トルからマイボトルに変える、買い物のときはレジ
袋を断ってマイバッグを使うなど、工夫すればする
ほどごみ排出量の減量につながります。
　皆さんも、ごみゼロの日をきっかけに、ごみをな
るべく出さない生活を実践してみませんか。

５月30日はごみゼロの日！
ごみ排出量を減らしましょう

Vol.55

ツ
ツ
ジ
の
子
房
摘
み
体
験
を
開
催

か
け
が
え
の
な
い
財
産
つ
つ
じ
が
岡
公
園
で

募　集
　
ツ
ツ
ジ
の
新
芽
に
養
分
を
行
き
渡
ら

せ
、
来
年
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た

め
の
、
ツ
ツ
ジ
の
子
房
摘
み
体
験
を
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
友
人
と
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、
６
月

２
日
㈯
・
３
日
㈰
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　
つ
つ
じ
が
岡
公
園

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
11
日
㈮
の
午

前
９
時
か
ら
、
つ
つ
じ
が
岡
公
園
課
つ

つ
じ
保
護
係
（
℡
72

─

６
７
１
８
）
へ

　
４
月
13
日
、
市
は
ア
サ
ヒ
飲
料
株
式

会
社
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
保

管
等
に
か
か
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、

救
援
物
資
な
ど
を
一
時
的
に
集
め
る
場

所
と
し
て
、
ア
サ
ヒ
飲
料
の
群
馬
配
送

セ
ン
タ
ー
並
び
に
群
馬
工
場
物
流
倉
庫

を
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　
本
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
災
害
発

生
時
に
、
迅
速
な
救
援
物
資
な
ど
の
保

管
・
発
送
が
可
能
に
な
り
、
住
民
へ
の

物
資
提
供
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

市
と
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
が
協
定
を
締
結

災
害
時
に
お
け
る
物
資
保
管
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

お知らせ

館
林
ま
つ
り
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

夏
の
祭
典
を
い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か

募　集
　
ダ
ン
ス
や
み
こ
し
な
ど
で
、
館
林
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
か
た

を
募
集
し
ま
す
。
日
本
一
暑
い
ま
ち
・

館
林
の
夏
を
い
っ
し
ょ
に
熱
く
し
ま
せ

ん
か
。

と
き
　
７
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

と
こ
ろ
　
本
町
通
り
な
ど

募
集
団
体
　
み
こ
し
、
民
踊
流
し
、
パ

レ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
９
日
㈬
ま
で

に
、
館
林
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商
業

観
光
課
内
　
内
線
２
５
１
）
へ

●代表☎72 - 4111
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と
き
　
６
月
12
日
㈫
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
生
後
５
か
月
〜
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員
　

20
組
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
肉
を
使
っ

た
簡
単
な
離
乳
食

の
調
理
実
習
と
試

食
・
交
流
会

参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
14
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

 

（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
母
子
保
健
推
進
員
に

　
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
世
界
各
国

の
自
然
災
害
や
紛
争
に
よ
る
被
災

者
に
対
し
、
救
助
活
動
な
ど
の
人

道
的
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

場
合
は
抽
選
）

内
容
　
子
ど
も
会
や
グ
ル
ー
プ
活

動
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

く
遊
ぶ
た
め
に
役
立
つ
知
識
や
技

術
を
学
び
ま
す

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
保
険
料
・

教
材
費
）

持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
７
日
㈪

の
午
前
９
時
か
ら
31
日
㈭
の
午
後

５
時
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
青
少

年
係
（
内
線
２
２
９
）
へ

●
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

応
募
期
間
は
５
月
18
日
㈮
ま
で
。
応
募
資
格
、
手
当
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
国
土
交
通
省
渡
良
瀬
川
河
川
事
務
所
（
☎
０
２
８
４-

73-

５
５
５
７
）

れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
た
め
、
資

金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
社
会
係（
内

線
６
３
０
）

と
き
　
５
月
24
日
㈭
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
１
会
議
室

対
象
　
市
内
在
住
の
か
た

定
員
　
１
０
０
人
程
度

テ
ー
マ

　　「
地
域
で
す
す
め
よ
う
！

地
域
住
民
が
お
互
い
に
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り
」

講
師
　
金か

な

井い

敏さ
と
し

さ
ん
（
高
崎
健
康

福
祉
大
学
教
授
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
７
日
㈪

か
ら
23
日
㈬
ま
で
に
、
高
齢
者
支

援
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係
（
内

線
６
２
３
）
へ

と
き
　
５
月
31
日
㈭
　
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
公
立
館
林
厚
生
病
院
３

階
講
堂

テ
ー
マ

　　「
夜
間
頻
尿
〜
夜
中
に

な
ん
ど
も
ト
イ
レ
に
起
き
る
の
は

？
〜
」

講
師
　
中な

か

村む
ら

敏と
し

之ゆ
き

さ
ん
（
同
病
院

副
院
長
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課（
℡

72

─

３
１
４
０
）

※
録
音
、
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

と
き
・
と
こ
ろ

■
６
月
７
日
㈭
・
12
日
㈫
・
19
日

　
㈫
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
　

　
文
化
会
館
４
号
室

■
６
月
23
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午

　
後
２
時
　
郷
谷
公
民
館

対
象
　
高
校
生
以
上
の
か
た

定
員
　

40
人
（
申
し
込
み
多
数
の

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

日
本
赤
十
字
社
の

活
動
資
金
に
ご
協
力
を

公
立
館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座

地
域
包
括
ケ
ア
の

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

６
月
の
離
乳
食
教
室

〜
お
肉
を
使
っ
た
離
乳
食
〜

祖父母教室
とき・内容（全２回）
■６月５日㈫　育児の今と昔、離乳食の話
　　（おかゆの炊き方など）
■６月11日㈪　沐

もく

浴
よく

実習、交流会（おじい
　ちゃん、おばあちゃんの役割について）
※時間　午後１時30分～３時30分
ところ　保健センター
対象　市内在住で、これから孫が生まれる
かた、又は妊婦が市内在住で、これから孫
が生まれるかた
定員　20人　（申し込み多数の場合は初孫が
生まれるかたを優先）
講師　保健師・管理栄養士
持参する物　筆記用具
申込み・問合せ　５月14日㈪から、健康推
進課母子保健係　（同センター内　℡74 - 51
55）へ

青
少
年
指
導
者
養
成
講
座

９ 広報館林

●代表☎72 - 4111

と
き
　
６
月
５
日
㈫
〜
26
日
㈫
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

　（
全
７
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
を
優
先
）

内
容
　
デ
ー
タ

入
力
、
表
計
算
、

グ
ラ
フ
の
作
成

な
ど

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
　
５
月
15
日
㈫
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
館
へ

問
合
せ

　勝か
つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会
Ｉ
Ｔ
委
員
会

℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７

８
）、又
は
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
内
線
２
２
４
）

と
き
　
６
月
４
日
㈪
・
７
月
２
日

㈪
・
８
月
６
日
㈪

と
こ
ろ
　
西
公
民
館

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

内
容
　
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
役
に
立

つ
身
近
な
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す

講
師
　
奥お

く

野の

栄え

通つ

さ
ん
（
新
日
本

作
法
会
）

参
加
費
　
無
料

※
生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会
会
員

　
で
な
い
か
た
は
、
年
度
会
費
１

　
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
11
日
㈮

か
ら
、
相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ
ん
（
℡
73

─

２
３
７
６
）、又
は
市
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２
４
）
へ

　
本
場
の
精
進
料
理
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

と
き
　
６
月
13
日
㈬
　
午
後
６
時

〜
８
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
西
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
か
た

定
員
　
16
人
（
先
着
順
）

内
容
　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
、
ふ

だ
ん
か
ら
で
き
る
精
進
料
理
作
り

と
試
食

講
師
　
前ま

え

山や
ま

文ぶ
ん

伸し
ん

さ
ん
（
善
長
寺

副
住
職
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
調
理
用
手
拭
き
、
上
履
き
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
６
日
㈰

の
午
前
９
時
か
ら
、
参
加
費
を
添

え
て
同
館（
℡
75

─

３
７
３
９
）へ

※
開
催
日
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

　
参
加
費
を
返
還
で
き
ま
せ
ん

と
き
　
５
月
26
日
㈯
　
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
　
西
児
童
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

内
容
　
リ
ー
ス
を
編
ん
で
手
作
り

の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
す

講
師
　
藤ふ

じ

沼ぬ
ま

史ふ
み

恵え

さ
ん

参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
10
日
㈭

の
午
前
10
時
か
ら
16
日
㈬
の
午
後

５
時
ま
で
に
、
同
館
（
℡
75

─

４

３
１
１
）
へ

と
き

　５
月
31
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
ツ
ツ
ジ
の
栽
培
管
理

と
庭
木
の
病
害
虫
防
除
」

講
師
　
熊く

ま

倉く
ら

弘ひ
ろ
し

さ
ん
（
樹
木
医
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
14
日
㈪

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88

─

７
１
８
８
、

又
は
℡
89

─

０
７
８
２
）
へ

※
「
緑
の
相
談
室
」（
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）
も
、

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
国
土
交
通
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
未
改
修
車
は
、
５
月
か
ら
車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。
　
国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
３ -

５
５
３
９-

０
４
５
２
）

パ
ソ
コ
ン
教
室
で

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学
ぶ

生
涯
学
習
市
民
の
会

マ
ナ
ー
教
室

公民館の子育て教室
～親子で学ぼう！～

とき　６月～平成31年２月　（全10回）
ところ　大島・西・城沼公民館
対象　６か月～２歳児と保護者
定員　30組程度（先着順）
内容　子育てのポイント、親子リズム
体操、子どもの健康と食事など
講師　エアロビ指導員、管理栄養士他
参加費　 1 , 5 0 0 円（教材費など）
申込み・問合せ　５月７日㈪から、大
島公民館（℡77 - 1502）、西公民館（℡
75 - 3739）、又は城沼公民館（℡71 - 03
80）へ
※講義中は保育ボランティアによる託
　児があります

精
進
料
理
教
室

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
リ
ー
ス
作
り

第
１
回
緑
化
講
座
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と
き
　
６
月
３
日
㈰
　
午
前
７
時
・

城
沼
総
合
体
育
館
駐
車
場
出
発
　

午
後
５
時
解
散
予
定（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
八
ッ
場
ダ
ム
周
辺
（
長

野
原
町
）
　
全
長
約
６
km

対
象
　
小
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
70
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
交
通
費
・
保
険
料
な
ど
）

　
さ
い

た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

募
集
人
員
　
若
干
人

勤
務
地
　
た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ
ブ

　（
第
四
小
学
校
内
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
ク
ラ
ブ（
平

日
　
午
後
４
時
〜
７
時
　
℡
０
９

０

─

２
９
１
５

─

７
１
２
０
）
へ

※
詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い

　
第
四
中
学
校
の
敷
地
内
南
側
に

広
が
る
「
上
赤
生
田
学
び
の
森
」

は
、
オ
ニ
バ
ス
や
ク
ロ
メ
ダ
カ
な

ど
の
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る

場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
の
下
草
刈
り
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
昆
虫
や
野
鳥
、
貴

重
植
物
の
保
護
、
保
全
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
25
日
㈮
、
７
月
6
日

㈮
、
８
月
10
日
㈮
、
10
月
5
日
㈮
、

平
成
31
年
２
月
15
日
㈮
　
午
前
９

時
〜
11
時
（
小
雨
決
行
）

※
参
加
は
１
回
か
ら
可
能
で
す

活
動
内
容
　
下
草
刈
り
、
池
の
整

備
、
ヨ
シ
焼
き
な
ど

申
込
期
間
　
随
時

申
込
み
・
問
合
せ
　
地
球
環
境
課

環
境
保
全
係
（
内
線
４
５
３
）
へ

職
種
・
人
員

　社
会
福
祉
士
（
１
人
）

勤
務
日
時

　月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

勤
務
場
所

　㈳
館
林
市
邑
楽
郡
医

師
会
（
苗
木
町
）

内
容

　在
宅
医
療
・
介
護
連
携
を

推
進
す
る
た
め
の
「
在
宅
医
療
介

護
相
談
セ
ン
タ
ー
た
て
お
う
」
で

の
、
関
係
者
か
ら
の
相
談
対
応
業

務
及
び
研
修
会
の
開
催
な
ど
の
業
務

申
込
み

　同
医
師
会
（
℡
72

─

１

１
３
２
）
へ

問
合
せ

　同
医
師
会
、
又
は
市
高

齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係
（
内
線
６
７
５
）

※
勤
務
内
容
、
給
与
、
福
利
厚
生

　
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

わ
た
ら
せ
学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

募
集
人
員
　
１
人

勤
務
地
　
わ
た
ら
せ
学
童
ク
ラ
ブ

　（
足
次
町
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
ク
ラ
ブ（
平

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
　
℡

72

─

２
８
４
８
）　　へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

■
大
人　

４
０
０
０
円

■
中
学
生
以
下
　
２
０
０
０
円　

持
参
す
る
物
　
お
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
、
帽
子
な
ど

※
お
持
ち
の
か
た
は
歩
け
歩
け
大

　
会
参
加
記
録
証
、
健
康
マ
イ
レ

　
ー
ジ
カ
ー
ド

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
８
日
㈫

か
ら
26
日
㈯
（
た
だ
し
、
25
日
㈮

は
休
館
日
）
ま
で
に
、
参
加
費
を

添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係

　（
城
沼
総
合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

　
９
時

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
の
キ
ャ

　
ン
セ
ル
は
、
参
加
料
を
返
還
で

　
き
ま
せ
ん

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

ス
ポ
ー
ツ

募
集

第33 回モスリン
バロックコンサート

とき　５月27日㈰　
午後２時～３時
ところ　旧上毛モス
リン事務所（第二資
料館内）
定員　80人（先着順）
内容　バロック演奏グループ「コン
セール　アザレ」による古楽器演奏
申込み　５月３日㈷から、第二資料
館で整理券を配布
問合せ　大

おお

西
にし

維
い

津
つ

子
こ

さん（コンセー
ル　アザレ　℡75 - 3888）、又は市文
化振興課文化財係（文化会館内　℡
74 - 4111）

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒374 － 0053　群馬県館林市赤土町 810 －１
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

上
赤
生
田
学
び
の
森

里
山
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

在
宅
医
療
・
介
護
な
ど
の

相
談
員
を
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
・

指
導
員
を
募
集

バ
ス
de
ウ
オ
ー
ク
in
八
ッ
場
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●代表☎72 - 4111

と
き
（
全
５
回
）

■
６
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日

　
㈬
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
６
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
　
午
前

　
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
城
沼
総
合
体
育
館

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

申
込
み
　
５
月
９
日
㈬
か
ら
23
日

㈬
ま
で
の
水
・
金
曜
日
の
午
後
７

時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
に
、

参
加
費
を
添
え
て
同
館
へ

問
合
せ
　
田た

島じ
ま
ひ
さ久
士し

さ
ん
（
館
林

合
気
道
ク
ラ
ブ
　
℡
０
９
０

─

２

７
５
２

─

９
６
４
２
）、又
は
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
同
館
内

℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き
　
５
月
19
日
㈯
〜
６
月
16
日

㈯
の
土
曜
日
（
全
５
回
）

■

前
半
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

■

後
半
　
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

と
こ
ろ
　
城
沼
庭
球
場

対
象
　
18
歳
以
上
の
か
た

定
員
　
各
組
20
人

（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
３
５
０
０
円
（
保
険
料
、

ボ
ー
ル
代
な
ど
）

申
込
み
　
５
月
12
日
㈯
の
午
前
９

時
30
分
に
、
参
加
費
を
添
え
て
城

沼
総
合
体
育
館
へ

問
合
せ
　
松ま

つ
も
と
か
ず
ひ
さ

本
和
久
さ
ん
（
市
テ

ニ
ス
協
会
　
火
〜
日
曜
日
の
午
後

１
時
〜
７
時
　
℡
75

─

０
５
４
３
）、

　
ツ
ツ
ジ
の
新
芽
に
養
分
を
行
き

渡
ら
せ
、
来
年
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
る
た
め
の
、
ツ
ツ
ジ
の
子
房

摘
み
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、

６
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
　
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　
つ
つ
じ
が
岡
公
園

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
11
日
㈮

の
午
前
９
時
か
ら
、
つ
つ
じ
が
岡

公
園
課
つ
つ
じ
保
護
係
（
℡
72

─

６
７
１
８
）
へ

　
ダ
ン
ス
や
み
こ
し
な
ど
で
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
か

た
を
募
集
し
ま
す
。
日
本
一
暑
い

ま
ち
・
館
林
の
夏
を
い
っ
し
ょ
に

熱
く
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
７
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

と
こ
ろ
　
本
町
通
り
な
ど

募
集
団
体
　
み
こ
し
、
民
踊
流
し
、

パ
レ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
11
日
㈬

ま
で
に
、
館
林
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
商
業
観
光
課
内
　
内
線
２
５

１
）
へ

又
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係

（
同
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き
　
５
月
15
日
㈫
・
29
日
㈫
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

（
全
２
回
）

と
こ
ろ
　
城
沼
総
合
体
育
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
　

定
員
　
20
人
程
度

内
容
　
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
腹
式
呼
吸
な
ど
を
取
り

入
れ
た
体
操
を
行
い
ま
す

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物

　上
履
き
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
吉よ

し

田だ

洋よ
う

子こ

さ
ん
（
Ｔ
Ｗ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
℡
73

─

７
９

０
３
）、又
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

振
興
係
（
同
館
内
　
℡
74

─

２
６

１
１
）

と
き
　
５
月
11
日
㈮
〜

と
こ
ろ
　
行
政
課

公
開
す
る
資
産
な
ど

■
市
長
及
び
配
偶
者
の
資
産
等
補

　
充
報
告
書
（
前
年
の
報
告
書
か

　
ら
増
加
し
た
資
産
な
ど
）

■
関
連
会
社
等
報
告
書
（
市
長
が

　
報
酬
を
得
て
役
員
な
ど
の
職
に

　
就
い
て
い
る
法
人
な
ど
）

※
閲
覧
の
際
は
、
受
付
簿
に
氏
名

　
な
ど
の
記
入
が
必
要
で
す

※
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
が

　
必
要
な
場
合
は
、
片
面
一
枚
10

　
円
が
か
か
り
ま
す

問
合
せ
　
行
政
課
法
規
統
計
係（
内

線
３
１
９
）

と
き
　
５
月
22
日
㈫
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
１
Ａ
会
議
室

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
西
高
根
町
な
ど
の
地
域
で
給
湯

器
や
洗
濯
機
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の

目
詰
ま
り
、
故
障
な
ど
が
あ
っ
た

か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
同
企
業
団
館
林
支
所
維

持
係
　
℡
80

─

３
２
０
１
　
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
平

日
の
み
）

※
詳
し
く
は
同
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

少林寺拳法教室
とき　６月２日㈯～23日㈯の
土曜日　午前10時30分～正午
　（全４回）
ところ　群馬多々良道院（日
向町）
対象　５歳以上のかた
※年齢に応じて指導します
定員　20人程度（先着順）
参加費　無料
※運動できる服装でお越しく
　ださい
申込み・問合せ　５月８日㈫
から、原

はら

新
しん

一
いち

さん（市少林寺
拳法協会　℡73 - 8358）、又は
市スポーツ振興課振興係（城
沼総合体育館内　℡74 - 2611）へ

群
馬
東
部
水
道
企
業
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

合
気
道
教
室

市
民
春
季
テ
ニ
ス
教
室

教
育
委
員
会
定
例
会

市
長
の
資
産
な
ど
を
公
開

リ
ズ
ム
体
操
教
室

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば

12
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軽
に
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
作
り

を
目
指
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

自
身
は
立
ち
上
げ
と
と
も
に
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
始
め
、
今
で
は
そ

の
魅
力
の
と
り
こ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
週
１
回
は
栃
木
市
に
通

い
、
20
ゲ
ー
ム
を
し
て
く
る
そ

う
。「
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
す
る
に
も

体
力
が
必
要
」
と
、
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
や
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
、
身
体

を
鍛
え
る
器
具
で
埋
ま
っ
た
家

の
一
室
は
ま
る
で
ジ
ム
の
よ
う
。

　
何
か
楽
し
み
を
１
つ
見
つ
け

て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ

く
り
を
続
け
て
ほ
し
い
、
と
願

う
井
出
さ
ん
の
夢
は
「
１
０
０

年
続
く
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

　
「
２
年
経
っ
て
や
っ
と
、
地

域
の
人
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
館
林
ジ
ョ
イ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め

る
井
出
康
弘
さ
ん
で
す
。

　
ジ
ョ
イ
ス
ポ
は
、
一
つ
の
ス

ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
会
員
が
い
ろ

い
ろ
な
教
室
を
選
ん
で
、
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
ク
ラ
ブ
で
す
。
会
員
は
小
学

校
入
学
前
の
子
ど
も
か
ら
シ
ニ

ア
世
代
ま
で
幅
広
く
、
現
在
約

１
５
０
人
い
ま
す
。「
自
分
も
運

動
が
苦
手
な
ん
で
す
よ
」
と
、

苦
手
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
で
も
気

100年続くクラブ作りをしていきたい

（新宿二丁目）
井
い

出
で

康
やす

弘
ひろ

さん

profile
昭和29年２月、新宿二丁目に生まれる。
体協の役員を15年間務めた後、スポーツ
が苦手な人でも参加しやすいクラブを、
と平成 28年に館林ジョイスポーツクラ
ブを立ち上げた。還暦を過ぎた今でもト
レーニングで体力づくりを怠らない。

楽
し
み
を
見
つ
け
て

生
涯
通
し
た
健
康
づ
く
り
を

ボウリングを熱心に指導する様子（写真左）と、トレ
ーニングをする井出さん。多くの人が楽しみながら健
康づくりができるものをみつけてほしいと話す。

フォトキャンバス
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桜の下で過ごす春のひととき
館林の春を満喫する

　館林さくらまつりが、３月25日から４月８日まで
鶴
つる

生
う

田
だ

川両岸、多々良保安林、近藤沼公園などを会
場に行われました。期間中は芋煮会や音楽会、物産
販売などのさまざまなイベントが市内各所で開催。
来場者たちは、鮮やかに咲き誇る桜の下で、春のう
ららかな時間を満喫しました。

春らんまんの渡瀬を歩く
みんなで楽しく健康づくり

　市民歩け歩け大会が、４月８日、渡瀬地区で開催され
ました。これは地域ゆかりの名所や自然に触れるコース
をウオーキングしながら、健康づくりに取り組もうとい
うもの。参加者は菜の花が咲く渡良瀬川の土手沿いを巡
り、約10㎞の道のりを元気よく歩きました。

特別養護老人ホームで本格おすしを満喫
新鮮でおいしいおすしに舌鼓

　出張出前ずしが、４月16日、東毛光生園で開催されま
した。本イベントは今年で31年目を数え、注文されたお
すしが次々と職人によって握られ、入所者にふるまわれ
ました。おなかいっぱい堪

たん

能
のう

した入所者の「おいしい」
という声が聞かれ、会場は笑顔に包まれました。

　　　　つつじまつりの盛況と安全を祈願
つつじが岡の起源伝説を今に伝える

　報恩供養が、４月10日、善長寺で行われました。これは、
つつじが岡公園の起源となった人物と伝えられている、「お
辻」の供養を目的に行われているものです。供養では、お
辻の墓前でお経が上げられた後、参加者が船上から城沼に
献花し、つつじまつりの盛況と安全を祈願しました。
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文化会館・三の丸芸術ホール

文学館

文化会館友の会ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

田山花袋記念文学館
（℡74 - 5100）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

平成30年度　文化会館友の会会員募集中！

施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

とき 会場 催し物

５
月

17日㈭～
20日㈰ 展 館林邑楽美術協会展

20日㈰
ホ

年金受給者協会芸能発表会

27日㈰ TB Wind Consort　定期
演奏会

６
月

３日㈰
ホ 館林女子高校ダンス部発

表会

展 館林女子高校イラスト研
究部作品展

９日㈯・
10日㈰ 展 館林書道協会展

10日㈰ ホ 落語者（らくもんず）そ
の参

５月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　12日㈯・31日㈭・℡74 - 2346
■第一資料館　12日㈯・31日㈭・℡74 - 4111
■城沼総合体育館　25日㈮・℡74 - 2611

ホ：ホール　展：展示室（５月15日～６月14日）
※４月15日現在の情報です

　文学館では現在、『田舎教師』展を開催しています。
　主人公・林

はやし

清
せい

三
ぞう

のモデル小
こ

林
ばやし

秀
ひで

三
ぞう

は、当時の雑誌
や小説など多くの書物を読んでいました。中でも最
も愛読したのが、明治
33年（1900）に与

よ

謝
さ

野
の

鉄
てっ

幹
かん

が創刊した雑誌「明
みょう

星
じょう

」です。浪漫主義的
な新しい作風で一世を
風
ふう

靡
び

した「明星」は、
当時の青年の憧れの雑
誌でした。花袋も「明
星」の影響を受けてお
り、作中でも清三が熱
心に「明星」を読みこ
む場面を登場させてい
ます。
期間　５月27日㈰まで

　『田舎教師』と雑誌「明星」

　文化会館友の会では、お得にコンサートを鑑賞できる会員を募
集しています。
年会費　個人会員： 500 円、ファミリー会員：1 ,5 0 0 円、団体会
員：5 ,0 0 0円
有効期限　平成31年３月31日㈰
会員特典
①友の会・同館主催事業のチケットが割引で購入できます
■割引額　チケット１枚につき 200 円程度
■割引枚数（１事業につき）　個人会員　１枚、ファミリー会員        
　５枚、団体会員　会員数まで
②友の会・同館主催事業の案内が自宅に郵送されます
③友の会・同館主催事業のチケットを先行購入できます
※一部対象とならない事業もあります
申込み　会費を添えて、直接同館窓口へ

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　この碑は大正４年（1915）、大正天皇の即位礼
にあたって邑楽郡が奉祝記念事業の一つとして
建てました。碑には明治19年（1886）、明治天皇
の妻・昭

しょう

憲
けん

皇后と嫡母・英
えい

照
しょう

皇太后が荒廃から
復興開園したつつじが岡公園に行啓した際、二
人が園内を馬車で見学し、公園に金一封を与え
たことが記されています。

行啓記念碑
花山町（つつじが岡公園内）
市史編さんセンター
（℡76 - 7651）
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碑25

～いしぶみ～

　「明星」2 巻 1 号（明治35年
1 月発行）
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図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

５月16日㈬ タップ（字幕）

５月19日㈯ 博士と彼女のセオリー（吹替）

５月20日㈰ 博士と彼女のセオリー（字幕）

５月27日㈰ 渥美清の泣いてたまるか　vol.1
「ラッパの善さん」「やじろべえ夫婦」

６月２日㈯ ブルックリン（吹替）

６月３日㈰ ブルックリン（字幕）

６月６日㈬ アラバマ物語（字幕）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

５月27日㈰
アンパンマンとばいきんまん
アンパンマンまじょの国へ
からすのパンやさん（16ミリ）

映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く） ※次回の子ども映画会は７月１日㈰上映です

　全国から募集した「21世紀に残したい
童謡・唱歌」から、さだまさし、永六輔
他５人が選考した100曲に原田泰治が絵
を描きあげた、心に響く一冊。（一般書）

原田泰治／画　ＤＮＰアートコミュニケーションズ

トーベン・クールマン／作　金原瑞人／訳　ブ
ロンズ新社

原田泰治が描く　
日本の童謡・唱歌100選

　月に最初におり立ったのはネズミだっ
た！？月を毎日観察して「月は丸い岩」
だと確信し、月面着陸に挑戦するネズミ
のお話です。（児童書）

アームストロング
宙飛ぶネズミの大冒険

①夜間天体観望会
　「春の大三角を探そう」
　　プラネタリウムでの星座解説と、実際の空での
　観察を行います。
　とき　５月26日㈯　午後７時～８時30分
　※プラネタリウムでの星座解説は午後７時10分～
　　７時25分、午後７時50分～８時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ
②公開天文台
　とき　５月13日㈰　午後１時50分～２時20分
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
③サイエンスショー
　　「発見！摩擦のスゴ技」
　　摩擦について楽しく学べる実験ショーです。　
　とき　５月20日㈰　午後１時50分～２時20分
　　「光と色の大実験パートⅡ」
　　光の三原色に関する実験ショーです。
　とき　６月３日㈰　午後１時50分～２時20分

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～③、⑤は参加費無料（ただし、②、③は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります）
※5月27日㈰はふるさとづくり市民フェスティバルのため、６月３日㈰は家庭の日のため入館無料

④科学講座「ブルブル振動で動き回る　モーター怪
　獣をつくろう」
　とき　６月23日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　モーターの振動を利用して動き回る、パワ
　フルな怪獣を作ります
　参加費　3 00円（材料費・保険料）
　申込み・問合せ　５月26日㈯の午前９時から、同
　館　（℡75-1515）へ
⑤科学フェスティバル
　　「ふるさとづくり市民フェスティバル」に合わ
　せ、科学館では科学フェスティバルを開催します。
　とき　５月27日㈰　午前10時～午後４時
　内容　サイエンスショー（いろ
　いろなシャボン玉をつくろう、
　実験アラカルト）、理科工作教室、
　ボランティア友の会による各種
　ブースの設置など
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館林ハイキングクラブ

問
合
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私
た
ち
「
館
林
ハ
イ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」
は
、
月
に

10
回
ほ
ど
会
員
同
士
で
行

き
た
い
山
を
決
め
、
ハ
イ

キ
ン
グ
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
は
健
康
増

進
や
ス
ト
レ
ス
発
散
に
効

果
的
。
春
の
花
々
や
秋
の

紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
の

自
然
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
よ
。
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
の
会
員
が
い
る
た

め
、
上
級
者
か
ら
初
心
者

ま
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
簡
単
な
山
か
ら
始
め
て

い
け
ば
、
経
験
が
な
く
て

も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
私
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

○表紙の写真

　　「館林城ゆめひろば」
は、今後もまちの賑わ
いと活力を創出する場
所として、市民の皆さ
んに広く活用されてい
きます。

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

作り方
①長ネギをみじん切りする
②調味料を合わせ、ネギを加える
③②の調味液に 30分くらいつけたさばを
　焼いて完成！

材　料（４人分）
■さば切身
■長ネギ
■おろしショウガ
■おろしニンニク
 【調味料】
■しょうゆ
■上白糖
■料理酒

４切れ
６ｇ
1.6ｇ
0.1ｇ

小さじ３と 1/3
小さじ１と 1/3
小さじ１と 1/5

　ＤＨＡやＥＰＡを多く含む青背の魚の中でも含有量はトップクラスのさば。ＤＨ
ＡとＥＰＡは脳や神経組織を活発にしたり、血液をサラサラにしてコレステロール
を下げたりするので、目の疲れ、高血圧、肥満、肩こりなどの予防に効果的です。

　　さばの南蛮焼

調味料が濃い場合は水（適量）で調整してください。

焼くときにごま油を加えると風味が増します！

一人前当たり 135kcal

常楽幼稚園の

給食

93

　４月に入庁して１か月、怒
ど

涛
とう

の研修を終える
と、そこには怒涛の広聴広報係での日々が待っ
ていた！取材、原稿作成、校正。暗中模索の中
で、先輩方の力を借りながら目の前にある仕事
を少しずつこなす毎日です。しかし、館林の魅
力を見て、知って、感じて、分かりやすくお伝
えすることを目標とし、全力で努めていきたい
と思います。よろしくお願いします。（勇）


